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【緒言】加速電圧が 10MV を越えるような高エネルギーX 線装置を用いてがん治療を行う場合、光核

反応により中性子が発生することが知られている。これまで X 線治療室内の中性子は、金箔などを用

いて放射化法で評価されてきた。本研究では、NaI シンチレータを放射化法のターゲットと同時に放射

線の検出器にも利用することにより、高感度で熱中性子を測定する方法について検討する。 

【実験】実験は九州大学病院の治療用リニアック(Varian)を用いておこなった。全身照射(TBI)の条

件にてアイソセンター位置に NaI シンチレータを配置し、10MV-X 線を 30 分間(90Gy)照射した。 

【結果・考察】照射直後の NaI 検出器のスペクトルでは、近大炉での実験と同様、I-128 のβ線と思

われる連続分布の寄与が支配的であった。スペクトルの時間変化を調べて半減期を評価したところ

Fig.1 に示すように半減期が 0.4167hour(24.5min)と 312hour(13day)の成分が見出された。それぞれ

I-127 の中性子捕獲反応(I-128)と高エネルギーX 線による光核反応(I-126)に由来している。一方、

Na-23 の中性子捕獲反応による Na-24[半減期 15hour]は有意には観測されなかった。これは Fig.2 に示

すように、30 分間の照射では生成量が I-128 の 3.5×10-3程度と少なかったためであると考えられる。 

【結論】治療用 10MV-X 線の照射場に配置した NaI シンチレータに I-128 が生成されることから、こ

の場に熱中性子が存在していることが確認された。この測定法は極めて高感度であると考えており、

熱中性子が微量でも有意に I-128 の生成を検出できていると判断される。この現象を更に検討するこ

とにより、微弱な熱中性子束を高い精度で測定する方法を開発できる可能性がある。 
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熱中性子照射時の放射化

         
  Fig.1 Decay curve of radioactivity in the NaI.    Fig.2 Radioactivity in a constant neutron flux for different materials. 
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